








一一一「ハ ンブ、ルク戯曲論」における中 心 点 一一
I1J 中 智 之
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「ハソプノレク戯曲論J(1767~69 年刊行)においてもそうであるが ， 1756年からその・







1756年 12月 18日附友人 Mendelssohnに宛てた書簡で Lessingは iともかく主
人公においてそれによ って白分の不幸を引き寄せるある 旬afYTlaが即ちある過誤がなく
てはならない，ということはやっぱ り真実ですo ..... というのはま人公に不幸をもた
らす過誤がないならば彼の性格 ・彼の不幸は全体を作らぬでしょうから。というのは甲
は乙の中に成立してはいないでしょうし，私たちはこの二つのものの各止を別々に考え


































































































































って説明されるであろ う。但しここで問題に している同情・恐怖はそもそも Lessing個
人の Aristotelesの詩学理論に対する解釈からでているのであって，詩学において使わ
れた 以附 ・9>Oβ吋に対する主観的訳語であり，悲劇!芸術がねらう窮極のものが同情と恐































































今これを検討してみるに， [""戯曲論」第 78縞で Corneile及び Dacierの浄化に関































把蜜にj肢も近いと言われ， Lessingはこれを Gotschedの "Beitragezur Kritischen 
Historie“(XX氏，599)中の" ・・ .dies macht ihn nun fur kunftig gesetzter， 









































それはそうとして， i戯曲論」が戯曲芸術のための認識である限り ， その上演や理解
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